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3　　　はじめに

は
じ
め
に

ヨ
ハ
ネ
ス
・
Ｖ
・
イ
ェ
ン
セ
ン（
一
八
七
三
―
一
九
五
〇
）の
『
王
の
没
落
』
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
国
民
に

長
く
読
み
継
が
れ
る
傑
作
で
あ
る
。
西
暦
二
〇
〇
〇
年
に
向
け
て
ミ
レ
ニ
ア
ム
記
念
の
企
画
ア
ン
ケ
ー

ト
「
二
十
世
紀
最
高
の
デ
ン
マ
ー
ク
小
説
」
が
行
わ
れ
た
時
に
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
二
大
新
聞
「
ベ
ア

リ
ン
ス
ケ
・
テ
ィ
ー
デ
ン
デ
」
紙
と
「
ポ
リ
チ
ケ
ン
」
紙
の
い
ず
れ
で
も
第
一
位
に
選
ば
れ
た
。

『
王
の
没
落
』
は
十
六
世
紀
の
北
欧
を
舞
台
と
し
た
歴
史
小
説
で
あ
る
。
多
層
で
緻
密
に
構
成
さ
れ

た
こ
の
小
説
の
分
析
は
巻
末
の
訳
者
解
説
に
譲
る
と
し
て
、
ま
ず
は
こ
の
作
品
の
舞
台
の
歴
史
的
背
景

に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

さ
て
一
四
八
一
年
と
言
え
ば
、
日
本
で
は
応
仁
の
乱
が
終
わ
り
、
各
地
で
一
揆
が
頻
発
し
て
い
た
年

で
あ
る
。
こ
の
年
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
国
王
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
1
世
が
亡
く
な
り
、
長
男
の
ハ
ン
ス
が

王
位
に
就
き
、
弟
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
が
南
ユ
ラ
ン
の
公
爵
と
な
っ
た
。
ハ
ン
ス
は
続
い
て
、
一
四
八
三

年
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
、
一
四
九
七
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
の
座
に
就
く
。
こ
う
し
て
ハ
ン
ス
が
北
欧
三

国
の
王
に
即
位
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
一
三
九
七
年
の
締
結
以
来
、
変
遷
を
経
な
が
ら
も
存
続
し



� 4

て
き
た
デ
ン
マ
ー
ク
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
三
王
国
間
の
「
カ
ル
マ
ル
同
盟
」
が
再
編
さ
れ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
本
書
『
王
の
没
落
』
で
は
、
こ
の
カ
ル
マ
ル
同
盟
を
め
ぐ
る
北
欧
三
国
の
情
勢

が
重
要
な
歴
史
的
背
景
を
な
し
て
い
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
王
位
継
承
を
め
ぐ
っ
て
ハ
ン
ス
と
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
と
の
間
で
く
す
ぶ
っ
て
い
た
確

執
が
再
燃
す
る
か
に
見
え
た
が
、
一
五
〇
〇
年
、
兄
弟
は
仲
良
く
肩
を
並
べ
て
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ

ル
シ
ュ
タ
イ
ン
西
南
の
小
国
デ
ィ
ッ
ト
マ
ー
ル
シ
ェ
ン
へ
の
攻
撃
に
乗
り
出
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が

デ
ン
マ
ー
ク
に
と
っ
て
躓
き
の
石
と
な
る
。
優
勢
で
あ
っ
た
は
ず
の
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
軍
勢
を
狭
い
地

域
に
集
結
さ
せ
る
失
策
を
犯
し
、
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
を
突
か
れ
て
、
歴
史
に
残
る
不
名

誉
な
惨
敗
を
喫
し
て
し
ま
う
。
盟
主
デ
ン
マ
ー
ク
が
小
国
に
簡
単
に
敗
れ
た
と
の
知
ら
せ
は
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
反
乱
を
呼
び
起
こ
す
。
ハ
ン
ス
は
こ
れ
を
鎮
圧
す
べ
く
北
に
向
け
て
進
軍
し

た
が
、
ま
た
し
て
も
敗
北
し
、
そ
の
結
果
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
カ
ル
マ
ル
同
盟
か
ら
離
脱
し
た
。

ハ
ン
ス
が
国
王
の
座
に
あ
っ
た
時
代
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
都
市
と
市
民
生
活
は
著
し
い
発
展
を
遂
げ
た

が
、
そ
の
ハ
ン
ス
の
後
継
者
で
あ
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
2
世（
一
四
八
一
―
一
五
五
九
）が
、
本
書
の
主
人
公

の
ひ
と
り
で
あ
る
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
2
世
は
二
十
一
歳
の
若
さ
で
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
統
治
を
担
当
し
、
反

乱
を
鎮
圧
し
た
経
験
が
何
度
か
あ
っ
た
。
時
は
大
航
海
時
代
、
彼
は
北
欧
全
体
を
広
大
な
海
洋
帝
国
と

見
な
し
、
外
国
人
を
排
し
て
商
取
引
の
利
益
が
北
欧
に
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
画
策
し
て
い
た
。
西
は
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グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
か
ら
東
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
北
端
の
ノ
ー
ル
カ
ッ
プ
か
ら
南
の
ホ
ル
シ

ュ
タ
イ
ン
ま
で
の
全
地
域
の
発
展
を
目
指
し
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
と
ベ
ル
ゲ
ン
に
商
業
都
市
を
開
き
、

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
を
北
欧
の
中
心
と
し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
以
上
に
繁
栄
さ
せ
る
と
い
う
壮
大
な
構
想

を
描
い
た
。

し
か
し
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
2
世
は
夢
想
家
で
あ
り
、
現
実
の
問
題
に
対
処
す
る
冷
静
さ
を
欠
い
て
い

た
。
優
柔
不
断
で
あ
り
な
が
ら
事
に
当
た
る
に
は
性
急
で
、
か
つ
乱
暴
だ
っ
た
。
い
ざ
行
動
す
べ
き
時

に
決
断
せ
ず
挫
折
し
て
、
現
実
か
ら
逃
避
す
る
ば
か
り
の
暴
君
だ
っ
た
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
2
世
ほ
ど
、

一
個
人
の
複
雑
な
精
神
的
不
安
定
が
、
一
国
の
運
命
を
左
右
し
た
例
は
稀
で
あ
る
。

そ
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
2
世
が
王
位
を
継
い
だ
頃
、
カ
ル
マ
ル
同
盟
か
ら
離
脱
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

は
、
独
立
派
の
指
導
者
ス
テ
ン
・
ス
ト
ゥ
ー
レ
が
摂
政
と
し
て
権
力
を
握
っ
て
い
た
が
、
同
盟
派
と
の

対
立
に
よ
り
国
内
は
騒
然
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
五
一
八
年
、
同
盟
派
の
大
司
教
グ
ス
タ
フ
・
ト

ロ
レ
が
デ
ン
マ
ー
ク
と
通
じ
て
独
立
派
に
反
旗
を
翻
し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
内
戦
状
態
に
陥
る
。
紆
余

曲
折
の
末
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
2
世
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
侵
攻
し
、
一
五
二
〇
年
に
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

に
入
城
、
独
立
派
を
こ
と
ご
と
く
処
刑
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
血
浴
」
が
起
こ
っ
た
。

同
年
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
2
世
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
と
し
て
即
位
、
北
欧
三
国
を
束
ね
る
カ
ル
マ
ル
同
盟

が
復
活
し
、
王
の
権
力
は
頂
点
に
達
す
る
。
一
方
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
兵
士
た
ち
は
狼
藉
の
限
り
を
尽
く
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し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
た
ち
の
間
に
は
不
満
と
反
感
が
渦
巻
い
た
。
武
器
の
所
持
を
許
さ
ず
、
戦
費
を

補
填
す
る
た
め
に
増
税
を
課
し
た
こ
と
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
情
勢
は
ま
す
ま
す
悪
化
し
て
い
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
獄
に
繋
が
れ
て
い
た
若
き
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
貴
族
グ
ス
タ
フ
・
ヴ

ァ
ー
サ
が
帰
国
し
、
指
導
者
と
な
っ
て
反
乱
を
起
こ
す
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
2
世
は
、
反
乱
を
容
易
に
鎮

め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
即
座
に
対
処
し
よ
う
と
せ
ず
、
事
態
の
拡
大
を
許
し
て
し
ま
う
。
や
が
て

反
乱
の
波
は
デ
ン
マ
ー
ク
に
も
達
し
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
2
世
は
若
き
女
王
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
家
族
を
連
れ

て
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
王
不
在
の
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
ユ
ラ
ン
の
貴
族
た
ち
に

擁
立
さ
れ
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
2
世
の
叔
父
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
1
世
が
即
位
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
新
し
い
国
王
と
な
っ
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
反
乱
指
導
者
の
グ
ス
タ
フ
・
ヴ
ァ
ー
サ
が
グ
ス
タ
フ

1
世
と
し
て
即
位
し
、
一
五
二
三
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
独
立
、
カ
ル
マ
ル
同
盟
は
つ
い
に
解
体
す
る
。

日
本
の
読
者
に
と
っ
て
北
欧
の
歴
史
は
あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
以
上
の
流

れ
を
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
く
と
、
本
書
は
ず
っ
と
読
み
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

な
お
本
書
で
は
、
現
在
通
用
し
て
い
る
デ
ン
マ
ー
ク
語
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
と
は
多
少
異
な
る
人
名
や

地
名
が
あ
る
が
、
訳
者
の
判
断
で
最
適
と
思
わ
れ
る
表
記
を
採
用
し
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

訳　

者
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9　　　主要登場人物

主
要
登
場
人
物（
各
部
は
登
場
順
。
実
在
の
人
物
に
は
生
没
年
を
記
し
て
あ
る
）

ミ
ッ
ケ
ル
・
チ
ョ
イ
ア
セ
ン　

本
書
の
主
人
公
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
傭
兵

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
2
世�（
一
四
八
一
―
一
五
五
九
）　

デ
ン
マ
ー
ク
＝
ノ
ル
ウ
ェ
ー
連
合
王
国
の
王（
在
位
一
五

一
三
―
二
三
）、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王（
在
位
一
五
二
〇
―
二
一
）

第
一
部

オ
ッ
テ
・
イ
ヴ
ァ
セ
ン　

ミ
ッ
ケ
ル
と
同
郷
の
若
き
貴
族

ク
ラ
ス　

ミ
ッ
ケ
ル
が
セ
リ
ツ
レ
ウ
村
の
旅
籠
で
出
会
っ
た
若
い
ド
イ
ツ
兵

オ
ー
ヴ
ェ
・
ガ
ブ
リ
エ
ル　

ミ
ッ
ケ
ル
が
下
宿
で
同
居
し
て
い
る
大
学
生

ス
サ
ン
ナ　

ミ
ッ
ケ
ル
が
想
い
を
寄
せ
る
女
性
、
ユ
ダ
ヤ
系
で
多
感

イ
ェ
ン
ス
・
ア
ナ
セ
ン　

ミ
ッ
ケ
ル
と
同
郷
の
学
者
、
の
ち
に
フ
ュ
ン
島
の
司
教（
一
五
三
七
年
没
）。

ベ
ル
デ
ナ
ッ
ク（
ハ
ゲ
首
）は
あ
だ
名

メ
ン
デ
ル
・
ス
ペ
イ
ア　

ユ
ダ
ヤ
人
の
年
寄
り
で
ス
サ
ン
ナ
の
父
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ア
ネ 

― 

メ
ッ
テ　

オ
ッ
テ
・
イ
ヴ
ァ
セ
ン
の
許
嫁

イ
ェ
ン
ス
・
シ
ー
ヴ
ェ
ア
セ
ン　

ア
ネ
―

メ
ッ
テ
の
父
親
、
漁
師

イ
ェ
ル
ク　

廃
馬
処
理
人

国
王
ハ
ン
ス�（
一
四
五
五
―
一
五
一
三
）　

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
1
世（
一
四
二
六
―
八
一
）の
息
子
で
、
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
2
世
の
父
。
デ
ン
マ
ー
ク
王（
在
位
一
四
八
一
―
一
五
一
三
）、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王（
在
位
一
四
八
三
―

一
五
一
三
）、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王（
在
位
一
四
九
七
―
一
五
〇
一
）

鍛
冶
屋
の
チ
ョ
イ
ア　

ミ
ッ
ケ
ル
の
父
親

ニ
ル
ス　

チ
ョ
イ
ア
の
息
子
、
ミ
ッ
ケ
ル
の
弟

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
公
爵�（
一
四
七
一
―
一
五
三
三
）　

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
1
世
の
息
子
で
国
王
ハ
ン
ス
の
弟
。
の

ち
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
2
世
に
代
わ
り
国
王
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
1
世（
在
位
一
五
二
三
―
三
三
）と
し
て
即
位

第
二
部

ア
ク
セ
ル　

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
2
世
の
伝
令
騎
士

デ
ィ
ド
リ
ッ
ク
・
ス
ラ
ウ
ヘ
ッ
ク
ト　

デ
ン
マ
ー
ク
の
大
司
教（
一
五
二
二
年
没
）

グ
ス
タ
フ
・
ト
ロ
レ　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
大
司
教（
一
四
八
八
―
一
五
三
五
）

シ
グ
リ
ッ
ド　

ア
ク
セ
ル
の
恋
人
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
会
議
員
の
娘
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ル
ー
シ
ー　

ア
ク
セ
ル
が
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
出
会
っ
た
売
春
婦

ス
テ
ン
・
ス
ト
ゥ
ー
レ　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
摂
政（
一
四
九
三
―
一
五
二
〇
、
在
職
一
五
一
二
―
二
〇
）

ス
カ
ラ
の
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ス　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
司
教（
在
職
一
五
〇
五
―
二
〇
）

グ
ス
タ
フ
・
エ
リ
ク
ソ
ン
・
ヴ
ァ
ー
サ�（
一
四
九
六
―
一
五
六
〇
）　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
独
立
派
の
貴
族
、
反

乱
の
指
導
者
。
の
ち
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
グ
ス
タ
フ
1
世（
在
位
一
五
二
三
―
六
〇
）と
し
て
即
位

ケ
ー
セ　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
森
に
住
む
木
こ
り

マ
グ
ダ
レ
ー
ネ　

ケ
ー
セ
の
娘

イ
ン
ゲ　

ク
ヴ
ォ
ー
ネ
村
の
富
農
ス
テ
フ
ェ
ン
の
娘

ザ
カ
リ
ア
ス　

旅
の
理
髪
師
／
外
科
医

ヘ
ン
リ
ー
8
世�（
一
四
九
一
―
一
五
四
七
）　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王（
在
位
一
五
〇
九
―
四
七
）

カ
ー
ル
5
世�（
一
五
〇
〇
―
五
八
）　

神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝（
在
位
一
五
一
九
―
五
六
）。
そ
の
妹
エ
リ
ザ
ベ
ス

（
一
五
〇
一
―
二
六
）は
一
五
一
五
年
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
2
世
の
妃
と
な
る

フ
ラ
ン
ソ
ワ
1
世�（
一
四
九
四
―
一
五
四
七
）　

フ
ラ
ン
ス
国
王（
在
位
一
五
一
五
―
四
七
）

ア
ン
ブ
ロ
シ
ウ
ス　

デ
ン
マ
ー
ク
の
製
本
屋
。
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
市
長
を
務
め
、
生
涯
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

2
世
を
支
持
し
た
。
一
五
三
六
年
に
自
殺
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
2
世
は
少
年
時
代
に
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

の
裕
福
な
製
本
屋
ハ
ン
ス
の
元
に
し
ば
ら
く
預
け
ら
れ
、
ハ
ン
ス
の
息
子
で
あ
っ
た
ア
ン
ブ
ロ
シ
ウ
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ス
と
過
ご
し
た

第
三
部

チ
ョ
イ
ア
、
ア
ナ
ー
ス
、
イ
ェ
ン
ス　

ミ
ッ
ケ
ル
の
甥
、
ニ
ル
ス
の
息
子
た
ち

ヤ
コ
ブ　

旅
の
バ
イ
オ
リ
ン
弾
き

イ
ー
デ　

イ
ン
ゲ
の
娘
で
ミ
ッ
ケ
ル
の
孫
娘

ク
レ
メ
ン
ト
船
長　

一
五
三
四
年
北
ユ
ラ
ン
農
民
蜂
起
の
指
導
者（
一
四
八
五
―
一
五
三
六
）。
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
2
世
の
王
位
復
帰
の
た
め
に
戦
っ
た

ヨ
ハ
ン
・
ラ
ン
ツ
ォ
ー　

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
3
世
に
仕
え
た
ド
イ
ツ
人
将
軍（
一
四
九
二
―
一
五
六
五
）

ベ
ア
ト
ラ
ム
・
ア
ー
レ
フ
ェ
ル
ト　

セ
ナ
ボ
ー
城
の
指
揮
官

カ
ロ
ル
ス　

国
王
の
私
生
子
。
頭
脳
が
異
常
に
発
達
し
た
奇
形

フ
ェ
ー
ニ
ャ
、
メ
ー
ニ
ャ　

北
欧
神
話
に
登
場
す
る
碾
き
臼
グ
ロ
ッ
テ（
洞
窟
）を
回
す
姉
妹

バ
ル
ダ
ー　

北
欧
神
話
に
登
場
す
る
善
良
な
光
の
神
。
火
あ
ぶ
り
に
さ
れ
た

チ
ョ
ッ
ク　

北
欧
神
話
に
登
場
す
る
女
巨
人
。
泣
い
て
バ
ル
ダ
ー
を
死
の
世
界
か
ら
呼
び
戻
す
よ
う
に

乞
わ
れ
た
が
拒
否
し
た



王
の
没
落
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ミ
ッ
ケ
ル

橋
を
越
え
る
と
道
は
左
に
曲
が
り
、
セ
リ
ツ
レ
ウ
村（
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
北

の
郊
外
に
あ
っ
た
村

）に
入
る
。
道
の
両
脇
は
濃
い

緑
の
草
に
覆
わ
れ
、
そ
の
中
に
ち
り
ば
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
黄
色
い
小
さ
な
花
が
咲
い
て
い
る
。
畑

の
こ
こ
か
し
こ
に
白
い
ヴ
ェ
ー
ル
が
降
り
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
霧
の
よ
う
に
夕
闇
に
浮
か
ん

で
い
る
花
々
だ
。
陽
は
沈
み
、
空
気
は
澄
ん
で
ひ
ん
や
り
と
し
て
い
る
。
空
に
雲
は
な
く
、
星
は
ま
だ

輝
い
て
い
な
い
。

干
し
草
を
積
ん
だ
荷
車
が
セ
リ
ツ
レ
ウ
村
に
入
っ
て
き
た
。
走
り
に
く
い
道
を
左
右
に
揺
れ
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
進
ん
で
く
る
。
薄
闇
の
中
を
足
音
を
忍
ば
せ
る
よ
う
に
し
て
狭
い
村
の
道
に
入
っ
て
く
る
様

子
は
、
毛
む
く
じ
ゃ
ら
で
短
足
の
動
物
が
、
思
い
に
沈
み
つ
つ
地
面
を
嗅
ぎ
な
が
ら
の
そ
の
そ
歩
い
て

く
る
よ
う
だ
っ
た
。

干
し
草
の
山
は
セ
リ
ツ
レ
ウ
村
の
旅は

た
ご籠
の
前
で
止
ま
っ
た
。
汗
だ
く
の
馬
二
頭
は
後
ろ
を
振
り
返
っ

て
う
ま
そ
う
に
お
も
が
い
を
食は

ん
で
い
る
。
立
っ
た
ま
ま
休
ん
で
い
る
の
が
気
持
ち
良
さ
そ
う
だ
。
馭
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者
は
軛く
び
きに
慎
重
に
足
を
か
け
て
地
面
に
降
り
、
手
綱
を
つ
な
い
だ
。
そ
し
て
手
鼻
を
か
ん
で
か
ら
入
口

の
方
に
向
か
っ
て
大
声
を
上
げ
た
。

「
誰
か
い
な
い
の
か
？
」

あ
れ
？

窓
か
ら
明
か
り
が
こ
ぼ
れ
て
い
る
。
中
で
は
も
う
灯
り
を
つ
け
て
る
の
か
。

★

―
―

★

ち
ょ
う

ど
そ
の
時
、
戸
口
に
娘
が
現
れ
た
。
馭
者
は
焼
酎
を
一
杯
注
文
し
た
。
そ
れ
を
待
っ
て
い
る
と
、
荷
車

に
積
ん
だ
干
し
草
の
山
が
動
い
て
、
長
い
脚
が
二
本
、
ニ
ョ
キ
ッ
と
突
き
出
て
軛
を
探
っ
て
い
る
。
上

半
身
は
腹
ば
い
で
、
何
や
ら
ブ
ツ
ブ
ツ
唸
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
よ
う
や
く
地
面
に
降
り
て
身
体
を
震
わ

せ
た
。
ひ
ょ
ろ
っ
と
背
の
高
い
痩
せ
ぎ
す
の
頭
巾
を
か
ぶ
っ
た
男
だ
っ
た
。

「
乾
杯
」
と
痩
せ
ぎ
す
の
男
は
言
っ
た
。
馭
者
は
赤
み
を
帯
び
た
酒
を
一
気
に
喉
に
流
し
込
み
、
ひ

ど
く
む
せ
こ
ん
だ
。
馭
者
は
も
っ
と
飲
む
だ
ろ
う
か
？

一
緒
に
中
に
入
っ
て
焼
酎
を
一
杯
や
る
の
も

悪
く
な
い
。

二
人
で
灯
り
の
と
も
っ
た
中
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
戸
口
を
入
っ
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
で
馭
者
が
凍

り
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
男
も
危
険
を
感
じ
た
。
部
屋
の
真
ん
中
の
テ
ー
ブ
ル
に
、
先
ご
ろ
コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
に
到
着
し
た
ザ
ク
セ
ン
の
立
派
な
近
衛
隊
の
兵
士
が
四
人
座
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
軍
服
が
輝
い
て

い
た
。
飾
り
ボ
タ
ン
の
つ
い
た
赤
い
袖
口
と
羽
飾
り
と
髭
が
、
大
き
な
篝
火
の
よ
う
に
人
目
を
引
い
て

い
た
。
刀
剣
や
ら
槍
や
ら
重
々
し
い
武
器
が
テ
ー
ブ
ル
や
ベ
ン
チ
に
立
て
か
け
て
あ
る
。
革
の
剣
帯
に
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は
凹
み
が
で
き
て
い
て
、
よ
く
使
い
こ
な
さ
れ
て
い
る
の
が
誰
の
目
に
も
明
ら
か
だ
っ
た
。
四
人
全
員

が
馭
者
た
ち
の
方
を
振
り
向
い
た
が
、
す
ぐ
に
ま
た
向
き
直
っ
て
話
を
続
け
た
。

娘
が
ビ
ー
ル
の
注つ

が
れ
た
ジ
ョ
ッ
キ
を
二
つ
持
っ
て
戸
口
へ
来
て
、
そ
ば
の
小
さ
な
テ
ー
ブ
ル
に
ろ

う
そ
く
を
置
い
た
。
娘
が
そ
こ
を
離
れ
よ
う
と
し
た
と
き
、
部
屋
の
真
ん
中
で
若
者
の
一
人
が
ベ
ン
チ

に
座
っ
た
ま
ま
身
体
を
伸
ば
し
て
笑
い
出
し
た
。

「
あ
の
男
を
見
て
み
ろ
、
頭
巾
を
か
ぶ
っ
て
る
や
つ
だ

★

―
―

★

う
ま
そ
う
だ
な
、
あ
の
ビ
ー
ル
！
」
と

ド
イ
ツ
語
で
言
っ
た
。

ほ
か
の
み
ん
な
も
柔
和
な
表
情
で
そ
ち
ら
を
向
い
た
が
、
や
は
り
笑
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

の
っ
ぽ
の
男
は
、
立
っ
た
ま
ま
膝
を
曲
げ
て
飲
ん
で
い
て
、
大
き
な
尖
っ
た
鼻
が
ジ
ョ
ッ
キ
の
上
で
頭

巾
か
ら
飛
び
出
し
て
い
る
様
子
が
な
ん
と
も
言
え
ず
に
お
か
し
か
っ
た
の
だ
。
男
は
飲
み
終
え
る
と
ゆ

っ
く
り
と
腰
を
下
ろ
し
た
。
ろ
う
そ
く
の
明
か
り
が
そ
の
目
に
映
る
。
男
は
目
を
細
め
て
真
ん
中
の
テ

ー
ブ
ル
の
方
を
見
た
。
半
ば
侮
辱
さ
れ
た
よ
う
な
、
半
ば
哲
学
を
持
っ
た
男
が
他
人
を
嘲あ

ざ
ける

よ
う
な
鋭

い
視
線
だ
っ
た
。

す
る
と
若
者
の
一
人
が
席
を
立
ち
、
部
屋
の
中
を
何
歩
か
進
ん
で
丁
重
に
ド
イ
ツ
語
で
男
に
話
し
か

け
て
き
た
。

「
べ
つ
に
悪
意
が
あ
っ
て
笑
っ
た
わ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん

★

―
―

★

ど
う
で
す
、
一
緒
に
ワ
イ
ン
で
も
飲
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み
ま
せ
ん
か
？
」

「
ダ
ン
ケ
」
と
礼
を
言
っ
て
の
っ
ぽ
の
男
は
、
片
脚
を
後
ろ
へ
引
き
上
体
を
屈
め
て
片
腕
を
横
に
広

げ
て
伸
ば
す
ご
大
層
な
お
辞
儀
を
何
度
か
し
て
か
ら
招
待
さ
れ
た
テ
ー
ブ
ル
の
方
へ
行
っ
た
。
ベ
ン
チ

を
ま
た
い
で
腰
を
下
ろ
す
前
に
、
男
は
軽
い
会
釈
を
一
人
ず
つ
に
し
て
自
分
の
名
を
告
げ
た
。「
ミ
ッ

ケ
ル
・
チ
ョ
イ
ア
セ
ン
と
言
い
ま
す
。
大
学
生
で
す
」。
そ
し
て
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
髪
を
手
ぐ

し
で
か
き
分
け
、
両
方
の
掌

て
の
ひ
らで
ざ
ら
つ
い
た
頰
を
こ
す
っ
た
。
四
人
の
名
が
告
げ
ら
れ
る
の
を
耳
に
し

た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
名
前
の
よ
う
だ
っ
た
。
血
の
よ
う
に
赤
い
ワ
イ
ン
が
目

の
前
で
燃
え
て
い
る
。
そ
し
て
祝
杯
が
挙
げ
ら
れ
た
。
乾
杯
！

「
諸
君
の
健
康
を
祝
し
て
！
」
と
ミ
ッ
ケ
ル
・
チ
ョ
イ
ア
セ
ン
は
ド
イ
ツ
語
で
言
い
、
行
儀
よ
く
ワ

イ
ン
を
口
に
ふ
く
ん
で
か
ら
、
グ
ラ
ス
の
脚
の
よ
う
に
細
い
身
体
の
姿
勢
を
ま
っ
す
ぐ
に
正
し
た
。
ワ

イ
ン
が
喉
を
流
れ
て
い
く
。
そ
し
て
テ
ー
ブ
ル
の
周
囲
に
素
早
く
目
を
走
ら
せ
、
紳
士
た
ち
の
う
ち
で

一
番
若
い
、
頬
杖
を
つ
い
て
い
る
男
に
注
目
し
た
。
そ
の
手
は
白
く
て
頑
丈
そ
う
で
、
血
管
も
浮
い
て

い
な
け
れ
ば
節
く
れ
だ
っ
て
も
い
な
い
。
指
先
が
薄
茶
色
の
髪
に
差
し
込
ま
れ
て
い
る
。
顔
は
面
長
で

★

―
―

★

そ
の
表
情
か
ら
ミ
ッ
ケ
ル
は
ふ
と
、
あ
る
時
ど
こ
か
の
市
場
で
見
か
け
た
綱
渡
り
を
思
い
出
し
た
。

若
い
曲
芸
師
で
、
病
気
だ
っ
た
ら
し
く
、
隅
の
方
で
一
人
、
何
も
せ
ず
に
座
っ
て
い
た
。
ミ
ッ
ケ
ル
は
、

そ
の
若
者
の
苦
し
そ
う
な
顔
を
思
い
出
し
た
。
目
の
前
の
男
は
ま
さ
に
そ
ん
な
目
つ
き
を
し
て
い
た
。
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そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
ミ
ッ
ケ
ル
は
そ
の
男
を
知
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
誰
だ
ろ
う
、
ど
こ
で

会
っ
た
の
だ
ろ
う
。
男
は
貴
族
の
出
の
よ
う
だ
っ
た
。

ミ
ッ
ケ
ル
・
チ
ョ
イ
ア
セ
ン
の
グ
ラ
ス
に
ま
た
ワ
イ
ン
が
注つ

が
れ
た
。
ミ
ッ
ケ
ル
は
き
わ
め
て
慇
懃

に
そ
れ
を
受
け
た
が
、
テ
ー
ブ
ル
の
反
対
側
の
男
が
誰
な
の
か
を
な
ん
と
か
思
い
出
そ
う
と
し
て
い
た
。

男
の
茶
色
の
顔
に
は
ど
こ
か
神
秘
的
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
今
度
は
正
面
を
向
い
て
胸
を
こ
ち
ら
に
向

け
て
き
た
。
肩
幅
が
目
に
見
え
て
広
く
、
実
に
見
事
な
体
格
を
し
て
い
た
。
そ
れ
な
の
に
こ
の
悲
し
そ

う
な
表
情
は
な
ぜ
な
の
か
。
陽
気
な
顔
つ
き
で
い
る
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
か
ろ
う
に
。

話
が
は
ず
ん
で
、
四
人
の
兵
士
は
ミ
ッ
ケ
ル
が
気
に
入
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。
ミ
ッ
ケ
ル
も
四
人
の
ド

イ
ツ
人
を
す
っ
か
り
信
頼
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
だ
が
ド
イ
ツ
人
た
ち
は
、
ミ
ッ
ケ
ル
が
町
で
「
コ

ウ
ノ
ト
リ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
ミ
ッ
ケ
ル
は
ド
イ
ツ
語
を
か
な
り
巧
み
に
操

っ
て
話
し
て
い
た
が
、
何
度
も
気
も
そ
ぞ
ろ
に
、
自
分
の
あ
だ
名
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
い
た
。
け
れ

ど
も
そ
の
ド
イ
ツ
人
た
ち
は
、
ミ
ッ
ケ
ル
が
仲
間
う
ち
で
は
ラ
テ
ン
語
で
頌
歌
を
作
り
対
句
を
ひ
ね
っ

た
り
す
る
男
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た

★

―
―

★

そ
れ
に
し
て
も
、
向
か
い
側
の
若
者

は
な
ぜ
一
言
も
口
を
き
か
な
い
の
だ
ろ
う
？

オ
ッ
テ
・
イ
ヴ
ァ
セ
ン
だ
！

や
っ
と
名
前
を
思
い
出
し
た
。
や
っ
ぱ
り
彼
だ
っ
た
ん
だ
。
そ
の
途

端
に
ミ
ッ
ケ
ル
は
、
今
に
も
崩
れ
そ
う
な
灰
色
の
門
と
壁
と
尖
塔
を
思
い
出
し
た
。
故
郷
の
ユ
ラ
ン
だ
。



21　　　第 1 部　春の死

卑
小
な
自
分
が
、
建
物
の
外
で
惨
め
に
立
っ
て
い
る
よ
う
な
気
に
な
っ
た
。
そ
こ
へ
は
何
度
か
行
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
ず
っ
と
昔
の
こ
と
だ
。
た
っ
た
一
度
だ
け
彼
を
見
か
け
た
こ
と
が
あ
る
。
中
庭
で
一
目

見
て
以
来
ず
っ
と
思
い
め
ぐ
ら
し
て
い
た
痩
せ
た
少
年
が
、
ま
さ
し
く
イ
ヴ
ァ
セ
ン
家
の
跡
継
ぎ
、
オ

ッ
テ
だ
っ
た
。
何
頭
か
の
犬
に
囲
ま
れ
て
立
ち
、
親
指
の
上
に
羽
の
乱
れ
た
ハ
ヤ
ブ
サ
を
の
せ
て
い
た
。

そ
の
彼
が
今
こ
こ
に
座
っ
て
い
る
。
す
っ
か
り
大
人
に
な
り
、
女
の
子
の
よ
う
に
ほ
っ
そ
り
と
し
た
顔

を
し
て
い
る
。

若
者
た
ち
は
笑
っ
て
い
る
。
ミ
ッ
ケ
ル
・
チ
ョ
イ
ア
セ
ン
は
気
を
取
り
直
し
て
ま
た
飲
み
は
じ
め
た
。

馭
者
が
戸
口
に
来
た
。「
荷
車
を
出
す
ぜ
」
と
言
い
な
が
ら
、
頭
陀
袋
一
つ
と
干
し
草
を
敷
き
つ
め

た
小
さ
な
籠
に
卵
の
た
く
さ
ん
入
っ
た
の
を
戸
口
の
内
側
の
床
の
上
に
置
い
て
戸
を
閉
め
た
。
そ
れ
は

ミ
ッ
ケ
ル
の
荷
物
だ
っ
た
。
村
の
外
ま
で
出
か
け
て
手
に
入
れ
て
き
た
も
の

★

―
―

★

そ
の
み
っ
と
も
な
い

代し
ろ

物も
の

が
戸
口
に
晒
さ
れ
て
い
る
。
ミ
ッ
ケ
ル
は
気
ま
ず
そ
う
に
そ
ち
ら
へ
背
を
向
け
た
。

と
こ
ろ
が
、
ド
イ
ツ
兵
た
ち
が
笑
っ
て
名
案
を
思
い
つ
い
た
。
せ
っ
か
く
の
卵
だ
、
役
に
立
て
て
や

ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
。
ミ
ッ
ケ
ル
は
、
恥
辱
に
堪
え
な
が
ら
さ
も
う
れ
し
そ
う
に
卵
を
み
ん
な
に
配
っ
た
。

卵
は
一
つ
残
ら
ず
生
の
ま
ま
飲
み
込
ま
れ
た
。
オ
ッ
テ
・
イ
ヴ
ァ
セ
ン
は
欲
し
が
ら
ず
、
相
変
わ
ら
ず

一
言
も
口
を
き
か
な
い
。

ベ
ン
チ
に
座
り
直
し
た
ミ
ッ
ケ
ル
・
チ
ョ
イ
ア
セ
ン
は
恥
ず
か
し
く
て
顔
か
ら
火
が
出
る
思
い
を
し
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て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
和
や
か
さ
を
装
っ
て
い
た
。
美
味
な
ワ
イ
ン
が
重
く
な
っ
た
心
を
い
く
ぶ
ん
軽

く
し
て
く
れ
た
も
の
の
、
手
に
負
え
な
い
ほ
ど
の
憂
う
つ
を
感
じ
て
い
た
。
彼
の
魂
は
な
ん
の
わ
だ
か

ま
り
も
な
さ
そ
う
な
兵
士
た
ち
に
向
か
っ
て
解
き
放
た
れ
て
い
た
が
、
同
時
に
ミ
ッ
ケ
ル
は
、
彼
ら
の

言
う
ま
ま
に
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
を
捨
て
き
れ
な
い
で
い
た
。
ミ
ッ
ケ
ル
の
気

分
は
、
水
に
浮
か
ん
だ
木
の
葉
の
よ
う
に
揺
れ
だ
し
た
。
そ
し
て
、
オ
ッ
テ
・
イ
ヴ
ァ
セ
ン
の
方
を
盗

み
見
た
。
憧
れ
る
よ
う
な
、
疑
う
よ
う
な
、
尻
尾
を
振
っ
て
取
り
入
る
よ
う
な
目
つ
き
で
。
…
…
僕
の

こ
と
が
わ
か
ら
な
い
ん
だ
ろ
う
か
。

★

―
―

★

そ
う
ら
し
い
。
や
っ
ぱ
り
そ
の
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

ド
イ
ツ
人
の
若
者
の
一
人
は
上
唇
に
傷
が
あ
り
、
髭
で
う
ま
く
隠
せ
な
い
で
い
た
が
、
傷
の
せ
い
で

発
音
に
癖
が
あ
っ
た
。
ミ
ッ
ケ
ル
・
チ
ョ
イ
ア
セ
ン
は
彼
の
空
気
の
漏
れ
る
話
し
方
を
面
白
く
聴
い
て

い
た
が
、
気
が
滅
入
っ
て
い
た
。
今
は
見
る
こ
と
聞
く
こ
と
す
べ
て
に
熱
中
し
、
ワ
イ
ン
の
酔
い
と
そ

の
場
の
居
心
地
の
良
さ
が
彼
の
気
持
ち
を
ほ
ぐ
し
て
く
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
胸
の
底
に
は
か

た
く
固
ま
る
も
の
が
あ
り
、
何
も
か
も
凍
て
つ
か
せ
る
よ
う
な
寒
気
が
湧
き
起
こ
っ
て
く
る
よ
う
な
気

が
し
て
い
た
。
け
れ
ど
も
心
の
重
み
は
胸
の
底
に
沈
め
た
ま
ま
、
ミ
ッ
ケ
ル
は
気
持
ち
を
取
り
直
し
た
。

三
人
の
ド
イ
ツ
人
が
カ
ウ
ン
タ
ー
の
と
こ
ろ
で
寄
り
集
ま
り
、
ミ
ッ
ケ
ル
・
チ
ョ
イ
ア
セ
ン
と
オ
ッ

テ
・
イ
ヴ
ァ
セ
ン
だ
け
が
テ
ー
ブ
ル
に
取
り
残
さ
れ
た
。
ど
ち
ら
も
口
を
き
か
な
い
で
い
る
。
ミ
ッ
ケ

ル
は
自
分
の
心
の
内
に
閉
じ
こ
も
っ
た
。
テ
ー
ブ
ル
と
ベ
ン
チ
の
間
の
暗
が
り
に
目
を
落
と
し
て
、



23　　　第 1 部　春の死

苦
々
し
い
孤
独
を
味
わ
わ
さ
れ
て
い
る
。
で
も
我
慢
し
て
、
た
め
息
を
つ
い
て
か
ら
細
枝
の
よ
う
な
脚

を
引
き
寄
せ
、
額
の
汗
を
拭
っ
て
姿
勢
を
正
し
た
。
オ
ッ
テ
・
イ
ヴ
ァ
セ
ン
は
座
っ
た
ま
ま
で
杯
を
回

し
て
い
る
。
相
変
わ
ら
ず
ど
こ
か
具
合
が
悪
い
よ
う
に
見
え
た
。

若
者
た
ち
が
新
し
い
別
の
飲
み
物
を
手
に
し
て
戻
っ
て
く
る
と
、
ミ
ッ
ケ
ル
・
チ
ョ
イ
ア
セ
ン
は
先

ほ
ど
の
よ
う
に
動
揺
す
る
こ
と
も
な
く
静
か
に
飲
ん
だ
。
全
員
が
派
手
に
飲
み
ま
く
り
、
そ
れ
以
外
の

こ
と
は
何
も
考
え
た
り
し
な
か
っ
た
。
オ
ッ
テ
・
イ
ヴ
ァ
セ
ン
は
、
注
が
れ
る
た
び
に
杯
を
干
し
て
い

た
が
、
ま
っ
た
く
平
然
と
し
て
い
る
。
ク
ラ
ス
と
い
う
上
唇
に
傷
の
あ
る
男
が
歌
を
う
た
い
出
し
た
。

な
ん
と
も
奇
妙
な
歌
だ
っ
た
。

ミ
ッ
ケ
ル
・
チ
ョ
イ
ア
セ
ン
は
、
両
手
で
扱
う
大
ぶ
り
の
刀
剣
を
つ
か
み
、
重
さ
を
確
か
め
る
よ
う

に
手
に
取
っ
て
み
た
。
兵
士
た
ち
に
い
ろ
い
ろ
な
扱
い
方
を
見
せ
て
も
ら
う
。
鋭
い
剣
先
が
自
分
に
向

け
ら
れ
る
た
び
に
、
背
筋
を
ス
ー
ッ
と
冷
た
い
風
が
不
気
味
に
吹
き
抜
け
て
い
く
よ
う
な
気
が
し
た
。

★

―
―

★

刀
を
恐
れ
た
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
の
で
、
不
思
議
に
思
っ
た
。

ク
ラ
ス
が
歌
っ
て
い
る

★

―
―

★

そ
れ
で
お
い
ら
は
撃
ち
殺
さ
れ
た

だ
だ
っ
広
い
ヒ
ー
ス
の
原
っ
ぱ
で
。
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長
い
槍
に
乗
せ
ら
れ
引
き
ず
ら
れ

お
い
ら
の
棺
桶
が
用
意
さ
れ
た
。

太
鼓
が
ポ
ン
ポ
コ
叩
か
れ
て

牧
師
の
説
教
な
ん
か
よ
り

も
う
何
倍
も
気
に
入
っ
た
。

歌
詞
の
半
分
以
上
が
髭
に
飲
み
こ
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
戦
い
の
話
で
盛
り
上
が
っ
た
。

ど
こ
そ
こ
の
砦
の
こ
と
、
銃
弾
が
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
飛
ん
だ
と
か
、
勝か

ち

戦い
く
さの
話
、
死
に
そ
う
に
な
っ
た
話

と
か
だ
。

「
ハ
イ
ン
リ
ヒ
、
ブ
ロ
ン
ド
娘
の
レ
オ
ノ
ー
ラ
を
覚
え
て
る
か
？
」
と
ク
ラ
ス
が
夢
中
に
な
っ
て
聞

い
た
。「
覚
え
て
る
さ
」
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
。
す
ぐ
さ
ま
レ
オ
ノ
ー
ラ
に
ま
つ
わ
る
話
が
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の

口
か
ら
飛
び
出
し
て
、
ク
ラ
ス
と
サ
ミ
ュ
エ
ル
が
身
を
よ
じ
っ
て
笑
い
転
げ
た
。

ミ
ッ
ケ
ル
・
チ
ョ
イ
ア
セ
ン
は
、
あ
け
す
け
な
話
が
続
く
中
、
黙
っ
た
ま
ま
身
を
縮
こ
ま
ら
せ
て
い

た
。
そ
し
て
オ
ッ
テ
・
イ
ヴ
ァ
セ
ン
の
方
に
視
線
を
向
け
た
。
オ
ッ
テ
・
イ
ヴ
ァ
セ
ン
は
吐
き
気
を
も

よ
お
さ
せ
る
よ
う
な
悪
臭
を
嗅
ぎ
つ
け
た
か
の
よ
う
に
唇
を
ほ
ん
の
少
し
歪
め
、
そ
の
若
く
高
慢
な
顔

に
う
す
笑
い
を
浮
か
べ
た
が
、
そ
れ
を
見
と
め
た
の
は
ミ
ッ
ケ
ル
だ
け
だ
っ
た
。


